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１．背景と目的 

Arrow and Kurz (1970)を端緒とする生産的公共支出と経済成長の分析は，Barro (1990)な

どによって内生的成長モデルに拡張され，持続的な経済成長に対する政府の役割の重要性

が明らかにされている。こうした分析は，Turnovsky (1996)などによって政府債務が導入さ

れ，政府債務や財政赤字の効果の分析に拡張されている。こうした経済成長モデルにおけ

る政府債務の分析の一分野に基礎的財政収支の黒字のルール（primary surplus rule）がある。

このルールは，Bohn (1998)による実証研究を端緒としており，長期的な財政の持続可能性

を示す条件に基づくものである。具体的には，Bohn 条件は基礎的財政収支の黒字の GDP

比率と政府債務残高の GDP 比率について，S/Y=β(B/Y)+φ のように正の線形関係を示して

いれば，財政が持続可能であるという条件である。一方で，生産的公共支出の財源として

のみ政府債務の発行を認める「財政の黄金律（golden rule of public finance）」がある。本研

究ではこの双方の分野を統合し，内生的成長モデルを構築する。 

 

２．分析方法 

 本研究では，Turnovsky (2000)の内生的成長モデルに基づいて，政府債務を導入すること

で，所得税率上昇と政府支出削減が経済成長と財政状況に及ぼす影響について考察する。

具体的には，労働供給を内生変数とすることで，所得税率上昇および政府支出削減が均衡

成長率および政府債務の GDP 比率に及ぼす影響について考察する。類似の研究としては，

Ludvigson (1996) や Greiner (2015)がある。本研究では，一方では Ludvigson (1996)を拡張し，

財政の安定性について考慮する。一方では，Greiner (2015)の分析を，労働供給を内生化す

ることでより一般化する。本研究のモデルを構成する経済体系は，労働供給の動学方程式

による AK モデルである。また，数値シミュレーションを行うことによって財政政策，政

府債務の GDP 比率および経済成長の関係について検証を行う。 

 

３．結果 

 本研究の結果は，以下の図表にまとめられている。図表に示したとおり，本モデルでは

所得税率上昇および政府支出削減は，いずれの場合でも経済成長率を低下させ，財政を悪

化させることが明らかになった。この結果は，Ludvigson (1996)や Turnovsky (2000)と同様

に，財政赤字による財源調達が一括税として機能し，課税の歪みを減少することによる。 

 

４．考察 

 本研究のモデルは簡単な AK モデルによって構築されている。本研究の分析結果より一



- 2 - 
 

定の政策的示唆を述べることができる。第一に，政府が政府債務・GDP 比率圧縮を目的と

して政策運営を行う際には，所得税増税や歳出削減が必ずしも望ましくないということで

ある。第二に，政府債務・GDP 比率圧縮を目的として政策運営を行う際には，経済成長率

の上昇を目的として政策運営を行うことが資する可能性があるということである。このこ

とは，政府が経済成長と財政健全化の両立を目指した政策運営を行うことができる可能性

があり，経済学的にも政策的にも興味深い結論が得られたといえる。 

 

図表: 定常均衡値 

 

    

Benchmark 0.2617 0.5106 0.02896 0.5876 

 

0.2369 1.2576 0.02312 0.2822 

 

0.2584 1.0394 0.02329 0.3271 

 

0.2533 0.9860 0.01550 0.3245 

注：L:労働供給，x:政府債務・GDP比率，ψ:経済成長率，β:財政安定係数，τ：労働・資本所得税率，g:政府支出の GDP比率。Benchmark

では，τ =0.15, g=0.1 としている。モデルおよびパラメータの設定については，論文本文を参照されたい。 
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